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紀元前13世紀こ3、メワポ勺

ミア地方で使われていました

　ヴラスr芸ク）歴史は、紀ノC前15世紀

にllガ代メソポタミアに始まり、以後鋳

造7．．ラス、モザイクグ．ラスとヒもに1一

度な技術で．発展していきます；

　鋳造7』ラスを更に発展させたバー

ト・ド・ヴ．エールと1司様な技法も、す

で．に紀1C前13世紀ごろからメソポタミ

ア地ノ∫で．使われていたことはよく知ら

れています．その後、紀元前1世紀中

ごろのローーマングラス〔吹きガ．ラス）

の発明で、この技法は消滅、再出現す

るのは19世紀後．半、アール・ヌーボー

1；フランス）の時代です．

　もともと彫刻家だったアンリ・クロ

は、自作の彫刻をガラスに求め、パー

ト　，　｝ご　・　r」ズ．エ　．一，レブ）」．気ゴノこを｛邑レ⊥　1＿　ま　1＿

たか．
D． ｻノ．，流れはア．．串・テ．コヘヒ統

き、短期間にもかかわらず猟型、遠心

l」嬉回括いう鋳造ノ）技術で．発展していき

ました

　日本では、岩城硝∫．ll学部に「．り　．属す

る小柴外・氏がW｛和8年．ごろから研’先

を始め、お茎そ5年を要して完1戎ざせ

ました．

従来6かうス製品と健
異なった渋味が・…b
　停1胆力．．ラスノ）虻．）に1中：料．をi書角￥して

造るものて1はなく、．一度溶かして［占1

ま．．ンたガラスを砕いて粉ネこ，医にした7

リスタ’レガラスか．原料で』す

　これを面．r火可塑’「生ゾ）鋳型の中に詰め

て過熱炉で．6時間から8時問ぽビかけ

て1容角午19（」0℃｝、さらにf余㌣に㌶，べ・し

て型から取り出し、2段1：皆の研麿Il程

を経て完成で．す．　　’

　技術r1りな難点は＄1｝型：耐火物」の亀

裂防1ヒと生地の泡抜き．これが解決し

ない限り意図する作品は生圭れないと

ク）こと　現在では鋳造用の耐火イ1膏を

③

工房探訪／ガラス工芸ワ←ト・ド・ヴェール」

つくる
　紀元前13世紀ごろ、メソポタミア地方て芽生えたカラスエ芸

「バート・ド・ヴェール」。

　その美しい透明感と、陶芸のような質感を合わせ持つ古代力．

ラスに魅せられ、熱心に研究を続けるエ芸家がいます。

　橋口正道さん（41歳／新生町）。平岩・金ケ浜、日向灘を見

下ろす高台に築凹して7年。数々の失敗を重ねながら、ようや

く器としての輝さを放つようになったと言います。

　現代に甦った古代技法。そして日向の地に根付さつつあるガ

ラスエ芸をみなさんにご紹介します。

1吏うこヒて．，．ちるF∵．「芝ほカバ．．できる

もノ．，ノ♪、　1ゴ巧藷、L王ξ日与　i矧ヒ」1う断をL・・斧ミ「「レ

ト．で．亡髪程「斐ゐr〔L裂もで．ないヒいう材

零斗．　f「デヤ1　：よ斗ζだ1二与堤」宣ざ歪Lゴ＝」・圭涛士

ん　泡抜き力問題は許解温度をやや高

めにすることで’、角早決できたもノ）ノ．，微

妙な調節か．必．要で．．言一

　それはカ．．ラス力透Ili搾liを実わず．豊

潤な色彩表現かi1∫能　　また、形も比較

ゴ1りrl由にで．きることから、従来力ウ．ラ

ス製ll哨ヒは異な．，ノニ渋瞬こを求ダ）る二と

もて．きるそ．）で．．．｝一

　原理は原始lllJで単純なもみて．す＝うし、

11㍉冒1ヒして仕L：ナ．る圭で．には，微々少か

つ繊細な技術が必要で．』11i：産には不向

きヒ．ざれています

／

》

∠i会ヴ．

　　　　　　纈屠工臨・隅田える

築窯して7年。ようやく器．として6

かたちができてきました
　橋口さんがこク）道に纏ったのは、作

業下・FII貞が日本の陶芸ll房のそれと、と

ても1以ているから一

　現在、残．存資料はありません　技術

的なものも、まだくわしく解明されて

いませんので．、作品が現代に受け入れ

られるかヒ．うか疑わしい・［mもある中

で．、生地の調整から仕ヒげまで・貫し

て個人で．で．きることからハ・一ト・ド・

ヴェールに踏み切ったそうで．す，

　窯を開いて7年．、数々の失敗もあり

ましたが、研究を重ねながら、最近に

な・．，てようやく器物の態をなしてきた

といいます

これからも研究・発表セ続けますb
歴史や妓法セひもとくた勧に。

　過去の作晶を振り返ると、占代鋳造

ガラスは．種宝物、装飾品として尊．重

されました。19世紀後半からのパー

ト・ド・ヴェールは美術．L芸品として

制作されています、．

　アール・ヌーボーの時代から約1世

紀を経た今日、各方面からさまざまな

研究がなされ、その技法はまさに甦え

りつつあります＝

　僑口さんは、これからも研究・発表

を続けるとともに、神秘のベールに包

まれたその歴史や技法をひもときたい

と、今目も制作に励んでいます，
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型づくりは粘土で。従来のガラス製品のように制約されず自由にできる

1橋口正道さんの略歴】

！948年　日向市に生まれる。

　　　東京ガラス工芸研究所卒

　　　ガラス作家・佐藤潤四郎、

　　　美術史家・由水常雄に師事
1983年　平岩・金ケ浜に築窯。

1984年専門書にパート・ド・ヴエ

　　　ールに関する小論文発表
　　　　リパリット会ガラス展出展

　　　　（東京）

1985年　初個展（宮崎）

董986年　「ガラス5000年の流れ展」出

　　　品（京都）
1987年　「日本のガラス展」出品

　　　　（東京）

1988年　　「THEガラス展」出品

　　　　（東京）

個展東京、名古屋、大阪、広島、
　　　福岡、大分、宮崎ほか各地

　　　で毎年開催。

現　在　日本ガラス工芸協会正会員

　　　　日本工芸会西部支部所属
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防
護
棚
メ
ー
カ
ー
が
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
雇
用
は
4
5
人

　
日
知
屋
・
塩
田
に
企
業
進
出
が
決
ま
り
一
月
二
十
九
日
、
市
役
所
市

長
室
で
工
場
立
地
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く

　
進
出
を
決
め
た
の
は
大
阪
に
本
社
を
持
つ
交
通
安
全
施
設
（
防
護
柵
）

メ
ー
カ
ー
の
大
阪
技
研
株
式
会
社
。
計
画
で
は
今
年
の
四
月
、
当
場
建

設
に
着
工
、
同
年
九
月
の
操
業
開
始
（
一
部
）
を
め
ざ
し
ま
す
。

今
年
4
月
に
着
．
⊥
、
9
月
に

は
一
部
操
業
を
始
め
ま
す

　
大
阪
技
研
株
式
会
社
．
4
召
・
大

坂
市
．
馬
茂
ぐ
．
　
は
変
．
座
」
を
／
1
地
誌
の

う
ち
「
P
何
防
。
柵
．
レ
一
呼
ば
刀
る

率
但
レ
一
歩
坦
の
問
に
i
．
し
す
る
防
護

棚
を
製
嘘
厘
す
る
ヘ
ム
目
　
・
、
資
乍
／
」
．
へ

．
i
．
J
I
、
　
　
　
　
．
臼
↓
ト
頃
　
　
　
一

二
量

橋
．
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雀

．
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37⑳o、40一正午

中央公民館

㌫
調印後、握手を交わす是澤議長（左）、三樹市長（中）、

今井大阪技研㈱社長（右）

3う3おいと生きがいσ～あ3

まちづくり』に女性がどうか

かわっていくか一。

　
。
叫
で
は
　
1
1
知
屋
塩
川
・
安
療

丁
乳
量
瞬
ノ
．
．
F
配
百
な
ト
し
平
右

　
ゐ
敷
地
に
、
　
．
刺
r
事
レ
「
二
、
約

　
一
此
「
万
円
を
投
資
、
六
百
．
．
卜

弔
与
　
の
」
場
を
建
賦
し
ま
す

　
．
．
．
1
．
．
よ
、
－
．
．
．
〕
q
一
　

し
1
二
よ

　
ギ
　
ニ
ろ
リ
ノ
　
　
　
ナ
　
ミ
ニ

・
叩
毒
始
め
一
．
目
に
は
L

場
も
完
成
す
る
爵
定
で
、
唇
用
す
る

従
乳
員
数
は
ヘ
ノ
弓
卜
此
尺
．
、
弔
成
．
．
．

魯
．
．
レ
へ
の
話
四
卜
．
瓦
尺
千
度
　
出

荷
韻
は
初
午
度
、
．
一
乱
「
1
1
円
で
、

そ
力
後
は
、
午
商
四
倍
円
か
目
標

澗
巾
後
、
．
．
．
日
月
日
向
市
k
は
一
人
阪

技
研
掬
は
、
道
路
で
使
う
保
安
地
．
賦

キ
一
製
吐
逗
一
二
・
い
・
勾
ヘ
ム
社
　
県
北
！
」
こ

れ
か
ら
高
速
道
、
国
道
、
県
道
、
市

町
村
道
の
中
．
偏
を
さ
ら
に
臨
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
官
公
庁
を
主

体
レ
「
一
た
企
業
で
堅
実
な
会
社
を
碓

保
し
ま
」
た
　
日
向
工
場
の
建
賦
を

貼
．
す
み
に
、
ざ
ら
に
飛
躍
す
る
こ
と

を
確
」
し
’
、
い
ま
す
　
男
f
雇
用
型

の
争
乳
で
」
コ
あ
り
、
L
人
い
に
期
待
一
r

ノ
、
い
ま
す
」
レ
一
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た

　
市
は
「
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

く
た
め
に
、
現
右
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
が
．
そ
の
実
行
委
貝
と
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
ば
、
市
㍗
が
一
．
十
　

世
紀
に
備
え
、
進
め
て
い
る
『
う
る

お
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
』
に
女
性
が
ど
う
か
か
わ
っ
て
い

く
か
一
．
　
を
テ
ー
マ
に
開
く
も
の

て
　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
気
軽
に

参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
を
．
、

　
要
領
は
つ
ぎ
の
と
お
り
．
、

「
．
『
．
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．
P
．
P
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．
．
．
．
．
．
層
．
．
．
．
．
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塚櫃叢

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
】

テ
ー
マ
▼
「
う
る
お
い
と
生
き
が
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
　
「
住
み
た
く

な
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
女
性
が
ど
う

か
か
わ
r
．
て
い
く
か

資
　
格
▼
市
内
に
住
ん
で
い
る
女
性

な
ら
ど
な
た
で
も
。

応
募
方
法
▼
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
・
齢
、
雷
一
話
番
玉
目
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
ニ
人
三
点
以
内
）
を
明
記
し

て
事
務
局
へ

【
実
行
委
員
】

資
　
格
▼
市
内
に
住
む
女
性

応
募
方
法
▼
は
が
き
に
h
圧
所
、
氏
名
．

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
事

務
局
へ
．

　
く
わ
し
く
は
事
務
局
〔
市
企
画
課

君
内
線
一
．
二
一
五
、
．
＝
．
　
六
）
へ

ど
う
ぞ
。

　
　
⊃冠

P

．　　西南の役一。熊本・田原坂i

　　に敗れ、官軍に追われながらi

’　転々と転戦。瘡毒地域でもi

　　耳川をはさんだ戦い、延岡市i

　　可愛岳の戦いなど激しい戦i

　　いが行われてました。

　主催／県公共図書館連絡協議会；

し．　　　　　　　　　　　，，り

’

あなたのまちの

森ミ＿象守一
民生・児童委員です

　
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
生
・
児
童
委
員
百
八
名
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略
）
。
同
委
員
は
、
地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
相
談
や
指
導
な
ど

の
自
主
的
な
活
動
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
協
力
活
動
を
行
う
民
間
の
奉
仕
者

で
す
。
任
期
は
三
年
（
平
成
四
年
十
一
月
末
）
。

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
生
活
が
苦
し
い
と
き
や
病
気
で
困
っ
た
と
き
、

子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
こ
と
一
な
ど
の
悩
み
ご
と
が
あ
る
か
た
は
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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1斐陛
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争　　 ＿甲

　　日中

　．窒ケ，

呂［1唆製

　　斐1迄

ヒ童1r＝隠．葦

ll　　．葎

　　託こ一

　　ほ：趨

　　禿｝

》　　真
．11

　叙裂丁．唱

　　　存

　　是　単

　　そ、下

　　1騨かE．

u洗1．。

．尼　．彪肇

1
（

良非1

良「智

良．

　中

．撃1〔

　1．1．

　1．

隔　」年

1
1

吊魂
ゴ
1

中

秋

．．、．＋　旨量日／4縛

　　財　㌔一．手番地1ド4

　　　七㌧　三2晶地

　　目　㍉　呂1露地L

　　毒　ヤ肩爵地呂

　　　　1　・27番旭44

　　　＿中町1ト畢既1

　　け　狛　5爵地3

　　　　≒　1卜由番地ll

　　t七お　幡魁卜｝

　　掃㌔　llト番老1

　　」ケ　うロ、番て｛

　　lL回　 番＿2

硬　し．弍喫番　1

　　11　｝　L轟↓爵地一
1、．

　　　　㌻1　1番池2
．μ．

　　・斉狙．7．跣1番＿〕

　　1七144漏　’

　　堰見ll耳II斎也

　　，置見r「2露地】

　　，置見13番地

　　猫見4　f番地∴ロ

　　．■見ll15呂h番地

う　．且見‘44番地

　　1　δ2播地z

思

細島・本郷地区

　氏名担当地区　住　 甘

甘．中継登7爵丁・・翻
・蝉鴎藍舳爵目・番・言
出．IEI静㌔1．1跨町・］．目・番・・号

・可野義英㌔．ll．職丁目播4号

重　成初　箆　高　　砂　高砂町54番地

牲だ一子、。繍．新遡．融。番地

岡村へ．重f．　丁良棄　工良町1丁目73番地

II［卜勝美　永」．東　．L良町2［．目32番地

盗丁．t、声、1L良馬 日通屋16、2叡）番地2

高橋哲夫　kI西　嵐」町2T目136

林　　　屯　÷　り固通北　日和屋L鋤0番地30

為　合　　亜　公固通南　日瑞￥1、3配番地且昭

青木トンf　哩．」西　日釦屋L詑5番地

丁　喰凌　ゴ．　丘　　町　浜町3丁目15－2

坂　4こ篤　美　堀　ち南　告知屋迅6番地23

藤　下　害義　堀・方東　平野町2．J．目26

松　吾房　f．中姪酊　中堀町1丁目76

河野ちどり　曽恨中部　曽根町3；．目且66

ン、世調筆　曽恨　暫　日細屋占田町112番地

倖　田高　1．岨　　田　巨砲￥16、2iX〕番地

漫弓歳昭．曽根西．曽根町11「目187

早　戸　慶美　畑　　浦　日知屋5、455番地

神　k　　．琴　清　　正　細島625番地

里　教清隆　占．．「」1細島667－73

艦索郎．砿乱賊番施

庭福『 F療勢酔顔地
処属国空．自国・…
　III賄ヒ郎　宮∴　ヒ　細島L51番地

電話番号

52－6642

52－4552

52－3858

52－3541

53－51r

52－25印

52－r336

52－82ア6

52－23go

き2－no5

52－4226

53－0164

52－77nq

52－5α95

52－2340

53－2且32

52－2595

53－t6即

52－26引

52－2226

53－04桝

53－0702

52－1578

52一且3アア

52－3852

52－6953

．52－2ア塾．

53－1331

窟高・枝郷地区

　氏　名

日高　　男

里木的串

．．＊�F子

横山つぎ角

竹内．＝　代

里．吹A達襲

　匠1　再

安託田鶴r『．

但藤止行

鈴木秀夫

鈴叡　　降

大坪鈴∫．

渡辺婦トノ

愕野幸七

友石，豊r．

　野　．雄

里墨利．

　藤義雄

山本幸

斬　田　義　目「1

1［1田冨美ゴ・

生藤　　二

二保こホ

里オこう、

里　叡卜．「、

江要豊

椎葉はつ乃

陣崎　　勇

柏斧縄孝

1掴当地区　　　住　　　　　所　　　電話番号

　南町南町7番17号　　52－4579

．睾．IL望・・翻ダニ三・一癖

事臥融翻号　52一・7・
雀冨｝．．在番・号　、52－3D52

　都町西一町ア番2号　　　　52－32且3

　都町東師町1番20号　　　　52－5123

　北　　町　北町5番10号　　　　　　53一且566

　東草場　ヒ町8番14号　　　　52－5665

　西孕場　富高7L5L番地　　　　　　52－677δ

　本　　谷　冨高3706番目　　　　　　52－8U｛沁

　西III内　富高3515番地　　　　　　52－4δ呂6

　広　　見　富高524番地　　　　　　52－6617

　中　　原　富高233番地の2　　　　52－4285

　高見僑富高458番地の3　　 52－4549

　春原町春原町2丁目8－1　　54．一4360

．鶴　町．轄町2：．目3－3　　　嚢i＝1鋤

亀埼中　日和摩11、613番地

亀崎東　日知累．12．021番地

向、工町東　向LL町1丁日64番地

向［町西　同丁町1．1．目166番地

日　向台　富高6323番地1b

彦ケ丘北　声高6↓08番地且O

花ケ丘．南　二二6445番地i5

二手南　日畑堅11，L94番地

宝爵北　日矧屋且3、035番地

幌　　木　日当辱14，47［番地

大E杏東　　日篭1屋IZ．且06番地2鱒

大E谷西　大E町［丁目63番地

迎洋間　富高6345番地llr

53－1753

52一δ395

53－2953

52－4207

52－7560

52－716呂

52－7713

53－034L

53－9821

52－4640

52－8349

53－2721

53－2L57

「健やかレクリエーション

ひろば」の参加グループを

募ります。

δ
　
、
シ癒

　
市
は
、
現
在
市
内
で
、
活
発
な
活

動
を
続
け
て
い
る
り
で
ム
体
操
の
グ

ル
ー
7
な
一
キ
ニ
同
に
旧
い
め
て
開
く

「
健
や
か
レ
ク
リ
エ
ー
．
ン
ヨ
ン
ひ
ろ

ば
」
の
参
卯
者
を
募
集
し
ま
す
．

　
押
し
寄
せ
る
高
齢
化
の
波
　
そ
の

時
代
に
村
諭
し
て
い
く
た
め
に
は
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
進
め
な
け
れ
け
な
ら
な
い
の

は
…
．
＝
［
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
．

　
「
健
や
か
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ひ

ろ
ば
」
は
．
こ
う
し
た
主
旨
の
も
と

に
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
も

ら
お
う
と
開
く
も
の
で
す
　
ぜ
ひ
、

ご
』
応
募
く
だ
曇
、
い
．
．

　
ま
た
当
日
は
．
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
の

ヘ
ム
開
演
叫
技
も
戸
背
・
つ
こ
と
に
一
｝
て
い
ま

す
．
．
．　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ば
市
健

康
管
理
課
〔
雪
内
線
．
コ
五
一
．
）
ま

た
は
市
社
会
教
育
課
（
君
内
線
二
四

　．

Z
｝
　
へ
．
．

4
5
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叫
石

莞
浮

唱－」、7h“．．、曹．「

　　　　　　∠「傷　　　・亀

量
”

文化賜2ついての賜い合わせば市献会叡育課（㎜覗4）へ

　
　
　
　
　
　
ニ
ら
　
こ

　
浮
石
は
、
長
迫
山
と
も
呼
ば
れ
る

縛
”
岡
．
一
．
百
、
ほ
ど
の
山
頂
に
あ
る
巨

石
群
の
総
称
で
す
。

　
長
迫
山
は
、
富
里
・
西
川
内
地
区

か
ら
北
西
に
一
∫
。
ほ
ど
入
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
険
し
い
道
が
続

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ぱ
ア
ヨ

き
ま
す
の
で
、
塩
見
の
小
原
地
区
か

ら
東
郷
町
赤
木
に
至
る
林
道
を
通
っ

て
行
っ
た
ほ
う
が
無
難
で
す
。

　
こ
の
ル
ー
ト
も
決
し
て
楽
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
人

情
の
厚
い
土
地
柄
で
す
か
ら
、
地
元

の
か
た
に
浮
ね
れ
ば
迷
う
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
．

　
さ
て
問
題
の
浮
石
は
．
こ
の
よ
う

な
険
し
い
山
の
頂
に
あ
り
ま
す
の
で

　
一
軍
に
は
袖
口
秘
的
な
四
囲
ね
八
が
、
．
鉢
っ

ガ
、
、
空
気
も
　
み
切
一
・
．
て
い
ま
す
．

　
♂
石
の
牝
付
徴
は
、
大
人
が
四
、
五

人
で
や
r
．
と
持
ち
上
げ
る
ほ
ど
の
有

を
八
個
ほ
ど
集
め
、
そ
の
上
に
畳
　

枚
ほ
ど
の
広
さ
を
も
つ
大
き
な
石
を

乗
せ
て
あ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
石
の
組
み
庁
は
、
朝
鮮
半
島
や

西
北
九
州
の
海
岸
部
に
見
ら
れ
る

「
支
石
馬
」
と
呼
ば
れ
る
古
代
の
菓

に
と
て
も
良
く
似
て
い
ま
す
。

　
最
も
浮
石
の
場
合
は
、
海
か
ら
遠

く
離
れ
て
い
る
こ
と
や
、
発
掘
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
の
で
、
石
の
下
に
何

力
あ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
何

か
特
別
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

　
と
こ
ろ
で
、
市
内
に
は
浮
．
石
と
同

じ
よ
う
一
．
ト
巨
魁
を
績
ん
だ
正
体
不
明

の
遺
構
が
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
ま

す
　
例
え
ば
美
々
津
町
の
．
8
1
袖
U
山
に

も
、
　
．
辺
が
二
ご
を
超
す
柱
状
岩
が

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
穫
み
ヒ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
，

　
こ
う
し
た
遺
構
の
性
格
や
築
か
れ

た
時
期
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
巨
石
に

神
が
宿
る
　
　
と
い
う
信
仰
は
、
縄

文
時
代
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
す
．
．

　
浮
石
も
、
占
代
人
の
祈
り
を
一
身

に
集
め
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

’こ
一♪　と

ゴだ

　け
　峡

　ま
　ち
　が
　㌧、

　な
　顕

　こ

巨
石
に
神
が
宿
る
一
と
い
う

信
仰
は
縄
文
時
代
か
ら
あ
っ
た

よ
う
で
す

★

、
趣
味
L
「
わ
が
家
）
葛
つ
た
台
メ
一
一
一
1
＝
　
－
6
つ
．
つ
・
へ
冨
ス
ー
ゴ

軌
も
つ
τ
」
こ
竹
馬
を
…
「
［
コ
τ
つ
子
」
ま
7
歳
＋
窪
　
工
一
　
7
f

三
〔
ヴ
．
　
わ
㌧
　
5
て
た
ρ
有
ヱ
き
酌
存
　
チ
リ
’
．

童

“
ン

▲「うしの親子」

日知屋東小2年4組

平本佑介くん

　「草スキー」　レ

財光寺南小1年1組

河野亜由美ちゃん

。 ウ■瑠臼i・ウ

じ♂うず

ずシ蜀嬰

・　⑰

〆
幽

Gρ・　一

ウー9

り

　蕊

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

　
　
　
「
た
ち
ば
な
」

ワ発足はいってすか

　昭和57年ごろだと思います　現在、当時のかた

がいないものてすから、は．）さりわかりませんね，

，PRをと「うそ

　会員は19ノ＼　ほとんどが転勤族の奥様がたです

ね．だいたい4，5年で退会というところでしょ

うか　ごも、新しいかたが入会し（さますから数

はあまり変動はありま．せ．ん．

　毎週木曜日の’「前10H午から市の体育センターで

練習とい．うか、体を動かしています　正’トまでの

およそ2時間．

　ストしス解消も誇めて楽しみながらの健康づく

りが目的ですから、いつもゲーム　それもダブル

ス．バトミントン．うてと．⊂もハードなんてすよ

5分もラウットを振ればもうヒ：．一．・．ハー　いい汗か

きます，

　バトミントンの良さ……　．う一ん、日焼けしな

い、最低2人いれば．ごさる、それに家庭ごf・ども

たちともでさる一一ことかな

　月に・度は婦ノ＼スポーツ連盟所属の各サークル

とレ．クリエーシ」ン　ストレ・ソ．ア体操のほかにミ

ニバレー．やゲームを．エンジコイしてます

．

⑯

窃

－
広
鞭
ひ
ゆ
う
が
」
に
鱈
つ
た
二
三
を
さ
し
あ
げ
8
す
．

迎
絡
先
市
企
画
課
広
三
編
重
三
（
雪
＠
－
2
i
湘
1
内
練
2
2
1
3
）

　
　
一

続
噌
．
－
．
ψ

一
，
）

蔦

㌧

71冨

‘　，

戸

曹
丸

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
が
っ
く
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
あ
な
た
の
身
近

な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

炉

心、こ＝ゴ．伽

　ニ・短」、

　　h

¶
M
，
／

、
．
じ

気・
曽

壕
，
…

率
．
、櫓畷

、ψ　＿

パンプキン

蒸しパン

曽根町

中井和子さん

材料　　3人前

かほちゃ　　　　2〔m

卜麦粉　　　　13〔．1、

†　　孝し　　　　呂〔k．．

Lクリーム　　　　1〔｝じ

砂　　桿，　　　　墨u．

べ一斗ンクヘウクー

　　　　　小ごし．1
　　　ハ

豊三

二
鐙
あ
£
κ
か
メ
昌
ユ
ー
⑲

幼いころ、よく母が「さつまいも入り　しヘ

ン」をこしらえて食べさせて（れましたが、さ

つまいもをかぼちゃにかえただけで．．ひヒ味．違

うメニニー一に……　　りンコ．．やバ＋ナを1吏一．，ても

おいしくいただけ圭す．地旭の材．料で手車に一こ・

きるヘルシーなおやつ　お宅で．もぜし、ビうそ

　〈作り方〉

ドエ　　か：まちやは皮をむいて圧力鍋で．’し、つぶ

しておく

り　小麦粉はべ一キングハウク．．一ヒ．1．呂：．：．1、る

・． Aておく

3’　博了L、　生ク　リーーム、　β少擢r7）中に三　を入れて

泥せ合わせ、容器にいれる

4：電」ルン／で．4分3（1手’レほど焼いててきし」

り

　〈メモ〉

　甘酒やリンコ．．、バナナでもOK　　ちなみに目．

ず内の｝易r｝：ま｝丙力・づ’150g　，　口少随一loOg．1・乎L18し〕c

をL昆ぜ，煮て、その半分に小麦粉、べ一一キング

を加えたものを生地にf吏います．

◎一尊一ゆ■聰＝■一・雌

三　’㌔

l
O

量
擢
幅
■
冒
膠
ぐ
l
O
I

」
躍
思
層
層
な
l
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學
1
り
一
門

喝

、亀

織．轟劉
＼

○ ●
O

龍1⑭

，
O

　　「熱帯魚J

平岩偲岩淵博幸さん

　
始
め
た
の
は
．
一
年
前
　
そ
れ
ま
で

は
三
角
…
を
や
・
，
．
て
ま
一
し
た
が
、
・
て
の

う
ち
」
世
界
各
地
の
ユ
ニ
ー
ク
な
魚

を
飼
え
た
ら
な
あ
」
　

な
ん
て
思

う
よ
う
に
距
り
ま
し
て
・
・
：
・
・

　
倉
・
，
カ
ら
に
は
そ
赴
な
り
」
和
戯

ノ
必
要
で
す
　
お
店
　
力
．
た
か
・
り
教

え
’
、
い
た
だ
い
た
四
は
．
も
ち
7
ノ
ん
、

専
門
詐
も
摘
み
あ
潔
．
－
り
圭
L
t
ね

　
圭
ず
は
一
水
一
　
執
帯
地
与
コ
賎

火
は
弱
ア
岨
ド
カ
時
．
性
て
す
が
、
　
一
一

に
ピ
ノ
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　訓練生を募集
　i1「自」玄こ共耳1置㌢∠ぐつヒFi斤；ま‘r潤（グ）IJIIr栗唖モ

を募集＿．ごい圭す

　対象は現♂1、中業保険を受けている

かたや、受ける見込みのかた〔中卒以ヒ
451既圭一、　1　て．3一　　らヌ集ノ＼星ilよ15ノ＼．　’1＝を

溝ヂ11脅のほかに遠ノ∫のカ・たには交通費

ま㌃出超乱きるなどの．恩典力あります

　入学式は4月6i1に延岡技能開発セ
ンター・て　。一型は松竹制裁学杢交〔財光

」・山1｛1て行います
　く才フしく‘よ日1‘ljユ1こ」㌧勇略安・つヒ｝i斤（瞥

52－4131）　’＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

二ちら

憲口
【鯖求婚1

［戸籍・除籍・改田原戸籍・身元証明］

　戸籍（謄本、抄本ともに）、除籍、

改製原戸籍および身元証明は、本籍地

でないと取れません。

　また、本籍地が日向市の人であって

も、本籍地が平岩の人は岩脇支所、幸

脇および美々津の人は美々津支所でな

ければ取れませんのでご注意を。

　本籍地がほかの市町村の場合は、郵

便で本籍地の市町村に請求していただ

くことになります。くわしくは本籍地

の市町村の住民課にお問い合わせくだ
さ’い。

【請求に必要なもの】

　必要な人の印鑑（代理請求の場合は

代理入の印鑑もご用意ください）。た

だし、シャチハタは認められません。

【申請用紙（黄色）に記入する内容】

　①戸籍を使用する人の住所と氏名。

②取りにきた人の住所と氏名。③必要

な人の本籍、筆頭者名、必要な人の氏

名および戸籍の使用目的。

　以上を良く確認して請求してくださ

い。

【手数料】

　戸籍（謄本、抄本ともに）1通につ

き300円。除籍および改製原戸籍1通5

00円。身元証明は1通200円です。

　くわしくは、市民課（3内線2133）

へどうぞ。

為

償

ふおとに
　　　　　　騨

ゆ一す

▲珍鳥「オナガマカモ」も確認
　1目2111、塩見［II河［1．ご「カモを児

るメ　が行われました
　．㌧よ保。蔓区に指定されているi・DIIIL

・帯62：は毎∫1，この李節になるとマ

ガモ、ヒトリカモ、タイサギ．コサギ
　一などが飛よして羽を休める野「の
泉園こす　ノ戸1はマガモとオナ力力t
のハーフガモー　　「才ナ．ガマカ［　も
お目見え　参IJIIした約31広は．　H本野

「ロの会草丈部の説明を耳．きながら．執

心にウ沸・ソチングしていよした

講幽翅

難で．．．．婦み・
　＿、暫∵・ナ｛『恥．

　　　　　　　　　庫轟

　　　ナ
ζ縞・．

偉幽■■1

▼賢い消費者て頃
　いよ　・14、停らしや食“｝、㌃なと．を見

．）め、考．え「そう　．．2月luii、11日

の211問｝射ギ日向店を会場に一汗ら
しを見［自．」日向巾朗費’｝　展　が開か

れました
　争回のコーナーは11ろ問販売．健曳、

1ん剤、瑞境　へなど　なか．こも得　糾

理展示コーナーごは、∫りくり科理の
一イワシのおろしあえ．．「けバのから

あげ．などが並べられ．挙れた市民が

試食や食賢相眺をし〔い幸した

覧

¶
㌔
㌦

｛
乙
．
．
、
．

駁
㌦ △

☆広報ひゆうがに載った写真をさしあげます。係までご連絡を！
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舳

☆みなさんの身近な話題、ホットなニュースを係までお寄せください。 広報1♪ゆ6〔が
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美と幸の85ブくりを考えるシンボシウム

、、匙

謬、

評
走
園
座
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一
　
、
嘱
F
、
‘

回

漕

《好評てした

　　第3回市民健「養ふれあい広場2が
1月20H、文化交虎センターで行われ

ました　11向市は昭和63年g月に「健

康つくり都「h」を宣言　厚生省のモデ
ル都市にもなり、積極的な運動を展開
しています、

　開会式の後，市レクリエーション協
会のシルバースポーツ連盟軍人がにぎ
やかなリズム体操を披露、盛んな拍手
を‘谷びました　またブ0・アマ棋士の
村局が見ものの「はまく’リ囲碁まつり」

やh心とからだの健康つくり”と題し
た女優・由美かおるさんの講演も行わ
れましたが、参加した人々も軌心に聴
き入．）ていました

《個性的なまちとは……
　「美と亨のまち．づくりを考えるシンポジウム」が2丹

4日、美々津公民館と「美々津軒」て’開かれ、市内外か

らおよそ励尺が出席しました、地域の特性を生かした個
性的なまちづくりを考えようというのがそのねらい
　開会式の後，都甲鶴男・耳［「反回の会会長が「四川流

域の自然と竪史」と題して講1寅　また、朕肥商人町つく
りの中心へ物・初鹿野f、二さんが、スライドを交えなが

ら、14年間の苦労、成果を発表しました，

★連絡先／市企画課・広報統計係費52－2111内線2213
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　　　　　　ノニ　 3｝見為、 ii31Fr紘圭ノこ1よIIlj

　　　　　　居Lヒうとする視け、　鍵昏約

　　　　　　者を含む’1かあるかた　 3

　　　　　　耳辺入」｝1、1撃は、　入居名お柔ひ

　　　　　　「司居親族の過」、lfl間の半

　　　　　　均月所得か10／Jllj以ドてあ

　　　　　　る二と　f住民視の滞納か

　　　　　　ない一し

　　　　　（誰雛鰹憲轟窒野b

、す～付臣量｝類■IT住1叉之票謄本　 263年分の

　　　　　　所得μ止日月玉辱　3汗1「与収入者’

　　　　　　は過去1年間の暫㌃’ナ理疋入1圏II

　　　　　　日月，弩ニ　ド｛営’叢者なヒ：ま過ユぐ

　　　　　　1年・聞の月別叫丈支日月紐】匠誓

　　　　　　4そク）ほか市か11占晒する，祥

　　　　　　類

申し込み・問い合わせ圏市建設課1倉
r勺辛泉　23461

　ユース・野山は葡蔵テレ旅ンサーピス舜麗一⑳◎⑪へレ市

●市役所の代表電話番号は52－2111番です

　　　　かた
～c　　仁を■1イ、／＼圭ノこ：土f幽し、1蔓肴ル・、　rb

　　　　内に1缶⊥スlfトんていろか

　　　　たて、学責の乏払いか睦1難

　　　　なかた
提llB、崔｝類■1「卓〔〔1整｝と抽鉾｝、凋、塵｝1市教育

　　　　委員会にあります1　2学
　　　　業成績Pl囲1昏　3保護昔の

　　　　63年分の所得・鋒尋産1【1阿］［1｝

　　　　　4－保、11臥ノ）1σ1度り♪∫）納

　　　　税。止日月，1芋

・乏付期聞■3月1目から4目28日まて

r丸正通知■調査後選考灘i会て決定、

　　　　6月末圭てにお知らせしま

　　　　す
串し込み・問い合わせ■日向育英会’銭
f業｝1闘lj　I　rl∫教でf委しミ会倉1勺刀泉24131

●市営住宅の入居者

　争回は、空き家か生した場合力袖允

募集てす

ら鼻集鄭1ドi】圏3月1日力・ド⊃9日圭て

●お宅にも1本

　　　　　　　平兵衛酢の苗木
　みF兵偉r酎．の［畳1昏1イ、　3fU｛‘1を1

4・80（llll巾内rl臼者のみ1ており♪け

します

　圭ろやかな果一をた、ふり含んだ悟

日曜r酢は日向の特産として、す・つかり

おなしみになりました　みなさんのこ

家庭ても栽培して収穫の楽しみを味わ

．てみませんか

申し込み■日向農協本1占、一下IIηへ直

　　　　　接、電話で申し込んでくだ

　　　　　さい1住所、氏名、電，i口番

　　　　　号、希望本数なと），

締ダ）ワJり■3月15日

目鱒木は3月23日目日向農協直販所

〔原町）で、24、25日に直販所、岩脇・

美々津の各支店て午前10時から’r後5

時まで取り扱いますのてご利用くたさ

い．植栽手引書も配布します。

　くオっしくは日「‘1」農仁島〔雪52－6211）

またはrl】農林課〔内線2314）へ

［
隠
み
咄
比
情
輯
例
創
2
2
日
週
前
1
0
時
が
ら
市
中
則
公
思
館
で
無
料
法
律
相
談
。
詳
翻
ま
国

　
ひ
と
口
に
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と

　
っ
て
も
、
内
装
の
模
様
替
え
水
回

り
の
改
善
、
屋
根
の
ふ
き
替
え
、
外

壁
の
塗
り
替
え
な
ど
、
比
較
的
小
規

模
で
、
い
わ
ゆ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

範
囲
の
も
の
か
ら
、
家
族
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
居
室
の
改
善

や
、
子
ど
も
・
お
年
寄
り
室
の
増
設

な
ど
の
増
改
築
に
い
た
る
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

増
改
築
計
画
の
注
意
点

　
ま
ず
た
い
せ
つ
な
こ
と

は
、
自
分
が
ど
こ
を
ど
の

よ
う
に
し
た
い
の
か
、
希

望
を
明
確
に
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
他
方
、
既
存
の
建
物
に
構
造

上
重
要
な
耐
力
壁
な
ど
、
不
用
意
に

取
り
壊
す
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
建
築
士
ま

た
は
そ
の
建
物
を
建
て
た
業
者
に
話

を
持
ち
か
け
る
の
が
最
善
で
す
。
そ

こ
で
自
分
の
希
望
を
伝
え
て
設
計
図

を
作
っ
て
も
ら
い
、
十
分
に
検
討
し

ま
す
。

　
増
改
築
の
場
合
、
既
存
部
分
の
取

り
壊
し
と
そ
の
後
の
修
復
も
行
う
の

讐うiほし吻

●手話の受講生

で
、
新
築
工
事
よ
り
も
か
え
っ
て
割

高
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
と

に
水
回
り
は
、
配
線
工
事
や
電
気
工

事
が
か
ら
む
の
で
、
費
用
が
か
か
り

ま
す
。

　
初
め
に
予
定
の
費
用
と
工
期
を
決

め
て
、
業
者
と
十
分
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
契
約
を
結
び
、
そ
れ
か
ら
工
事

に
着
手
す
る
心
構
え
が
欲
し
い
も
の

で
す
。
複
雑
な
増
改
築
工
事
や
、
既

嗜
鋼
7
苧
t

　聴覚障害者協会は、2年度・1㍉［「溝

習会の受講牛を募集しています

資　　格■乱丁の4月1日目イ1て満15

　　　　乙訓！のかたならヒなたて

　　　　もかまいません
溝習日■毎週木曜｝iの’｝＝後7時から’

存
部
分
に
取
り
壊
し
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
場
合

は
、
工
費
や
工
期
が
大
き
く
く
る
う

こ
と
が
あ
る
の
で
、
十
分
余
裕
を
見

込
ん
で
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
増
改
築
を
し
た
い
け
れ
ど

　
増
改
築
に
踏
み
切
れ
な
い
原
因

は
、
資
金
不
足
と
そ
の
調
達
方
法
が

わ
か
ら
な
い
、
工
事
の
依
頼
先
が
わ
か

ら
な
い
、
適
正
な
工
事
費
用
が
わ
か

ら
ず
見
積
も
り
も
あ
い
ま
い
、
現
状

の
建
物
が
ど
の
程
度
傷
ん
で
い
る

力
　
増
改
築
が
で
き
る
か
否
か
、
工

事
中
の
住
ま
い
を
ど
う
す
る
か
、
近

隣
と
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
な
い
か
一

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、
銀
行
な

ど
一
般
の
金
融
機
関
で
も
た
い
て
い

は
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
的
に
も
住
宅
金

融
公
庫
な
ど
の
融
資
機
関
が
あ
り
ま

　
　
　
す
の
で
、
ま
ず
は
、
打
診

　
　
　
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
工
事
の
相
談
先
と
し
て

　
　
　
は
、
都
市
計
画
区
域
内
で

　
　
　
十
平
方
眉
を
超
え
る
増
改

築
は
建
築
確
認
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
申
請
の
た
め
に
も
設
計
図

が
必
要
な
の
で
、
ま
ず
、
建
築
士
の

資
格
を
持
つ
専
門
家
を
探
す
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
社
団
法
人
・
日
本
建

築
家
協
会
の
各
支
部
や
各
地
の
建
築

事
務
所
協
会
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
る

の
も
一
方
法
で
す
。

　
建
築
士
が
見
つ
か
れ
ば
、
工
事
の

依
頼
先
も
相
談
で
き
、
工
事
監
理
も

依
頼
で
き
ま
す
。

　　　　　もかまいません
溝習日■毎週イ・曜｝iの’卜後7時から

　　　　　9時まて

会　 場■rb総合隔紐センター一

’受溝料■無料　たたし、テキスト代

　　　　　として1．000PIほヒか必要

　　　　てす，

開溝日■4月12日の午後7時から同

　　　　会場て
持㍉てくるもの■へ野記用具、印鑑

申し込み・問い含わせ■rl∫福hl劇務所

1容内線2168〕

●2年度の奨学生

定　　員■高校け二巴学校も毎むレ大

　　　　学生〔短大生も含む〕いす

　　　　れも若i㌦名

貸付額■高校生か月額7，000円て、大

　　　　「L≧生1よ，1客貞1　万5．000ド1

対　　象■学校教育法で定める大学、

　　　　短大、高校、高等㌧￥門学校

　　　　および各種学校に在学する

圃

3月の交通事故相談レ22日困の午前10時3G分から市中央公民館で。午後2時30分まで。

口輪置躍■■■■■■■■■■細
引っ越しシーズンです
・’@『水道』の届け出は・…

　3、4目はり1一．越しンースンてす

電気，カス．電活なヒ引・．越「＿二1よ各

唇弟｝‘㌃十ノ己き　唇i：ナ1［fllカ・ボヲきもプ）て．さ．カ・，

忘赴たくないのか水道力一開・閉栓届

てす　つきノ暖領て必ず届け出て（た

さい

【閉栓届】引　越し4、5日前圭てに

巾水道課へその際、官道材ノ嘱暇
1皇靴か「水道健用吊力お知らゼ表　に

註いてちる「検f卜区．・渉　をおしらせ

くたさい

【開栓届】新たに使うヒき力獅tきて

す　引っ越し先の水道の蛇目または玄
関につりド1十てもる通知1誰を雨水」亘、課

まてこ持参くたさ．・舞届、’て使1こヒ

はてきません

　こ力時期は届け出か集中し．たいへ
ん‘昆雑します　㌧1めにf㌦統きを

〈名義変更なども届け出を〉

　↑史踊1者ま　た1よトi斤イダ者ク）名義力・カ・才つ

たときも必ず届け出てくたさい

〈メーターはいつも見やすく美しく〉

　使用水量の検針は2か月ごヒにそ」，

ていますか、メーターーボノ7スのトに

物を置いたり、付近にたをつないだり

している家庭か増えて一まず　能率呈

く仕’鉄をするためにも、みなさんの二

配慮をお願いします
　四二二二築なとてメーーター一か1永トベ・1ギ1勺

にあるときも1司してす　1亭外の見や．か

いところへ移してくたさい

く水漏れを見つけたら〉

　、ん［臼1やりく事、洗た（、掃除辱おふろ、

トイレ……．衣’は私たちの泳らしに

穴かせないたいせつな資源です　道路

なヒて水、旧れを見つけたら「（に二1堂

畜を

」・るかたには、教ずf委員≦セから貧」夏は

かきてご案内しますか、登録していな

いかたて参加を希望されるかたは3目
K）日までに、　はかきて住づ・斤、1曳名、　’ヒ

fPj日、電川『番号をお知らせくたさい

却f　象■日r｛不04句’4112Bカ・’っ1匹弓5弓

　　　　4月1日まてに「｝まれたかた

内　容■式典、。己念講演、アトラク／

　　　　ヨンなビ

申し込み・問い合わせ■ri」社会教育課

［容1勺線2422）

　　　　　ません1

トト　／＞■1畦事ト　ノこ孟こし、　コ㌧一．カ㌧ピ・F竣

　　　　　な’とき，よ1朽（1二’ノき2匙NlllI

…制いr｝わ叶±■巾私こ虚日、1果　容1勺糸尿2113、

　　　　　　　211．レ

●生け垣づくり手伝います

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

小～36火の取O扱OCO注意

●太陽熱温水器に補助金

　太陽熱を利用した温水器〔一般に屋

恨のヒに取り付け、おふろや炊事なと

に使う温水器〉を、口置したかたに、．基

当たり5，0001ilの補助金を交付します

　条fFtは日向市民であること、新たに

取り付けたもの、市税を滞納していな

いこと　　なとてす　たたし、取り付

けて1か月以内の場合に限ります

　申請，等は市・市民課、各支所に用意

してありますが、はかに．■‘舞見積辞．

領収書などが必要です

　くわしくは市・市民課〔宕内線2139）

　「・｝・け如」つ（りの脚わ制度をご召

してしょうか

条　f’i■④生け垣の全部圭たは　・部

　　　　〔5㌦Lユト1カ｛ユこ」芭；二田1し、総

　　　延艮か10’以ヒてあること

　　　②高さか0．5㌦以ヒて、植栽

　　　　本数は09㌦につき24』エユしで

　　　　あること　③樹種はマサキ、

　　　　イヌツゲ、　イヌマキ、カナメ

　　　　モチ　　など生け垣としてふ

　　　　さわしい樹木。植えて5年間

　　　　は伐採できません、

補助額■11．当たり1，000円て、2／J円

　　　　が限度。

申し込み・問い合わせ■市健康管理課
（雪内線2159）

●還暦式に参加を

へ

　今年、還暦を迎えるかたを祝い励ま
す「還暦式」を3月25日の’F前10時か

らrt∫の’中央公民館て行います

　2月15日現右、fl三民票に登録されて

広報uゆうが

ご利用ください

　
市
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、
市
政
に
対
す
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み
な
さ

ん
の
ご
意
見
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ご
要
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、
市
民
の
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ポ
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ト
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備
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付
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●廃車がお得です　　　N一一「－⊃、

　　　乗らないバイク

　みなさんのお宅には、果らないま圭

放置している原付バイクl125cc以下の

バイク／や小型特殊臼動唯i耕運機な

と）はありませんか　その圭まにして

おくと軽自動車税か課税されます

　ナンバープレート1標識番号）、印

鑑を持参のうえ、税務課で廃車のfL続

きを済ませてください，

　入に譲った場合も名義変史の手続き

が必要です、

　くわしくは市税務課（雪内線2115）

へどうぞ．

●資産台帳を縦覧

　噛F成2年度の固定資産課税台帳を3

月1日から20日まで縦覧します

　みなさんの資産が正しく登録されて

いるか確かめてくたさい

　縦覧できるのは、固定資産の所有者

かその同居家族、納税管理人またはこ

れらのかたの委任状を持ったかたに限

ります

場　所■市税務課と各支所〔細島．岩

　　　脇、美々津）
期　間■3月1日から20日まで〔支Fi斤

　　　はいずれも3月5日力・ら7目

　　　まて｝
日寺　1司■LF日／午師∫8朗ヂ胎から’卜f妾5

　　　時まて　i．1曜日／午前8時glな

　　　から正午まで〔日曜日は行い

は
み
出
し
情
報
▼
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
9
0
の
前
売
券
発
売
中
（
3
歳
以
上
2
5
0
円
／
当
日
3
0
0
円
）
。
市
商
工
観
光
課
（
君
内
線
2
6
3
5
）
ま
で
。

●
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置引と世帯（2・2・D〔胸は先F批

世帯数　19．444世帯　（÷12）

人口59，207人

男

女

27，898人

（＋19）

〔一3）

31，309　八㌧　　　　　〔十22）

消費税の確定申告

個人事業者の消費税の確定申告
と納税は平成2年4月2日まで
です。早めに済ませましょう。

・三・99

ゴ：　望

ρ’

画寓●乳幼児の健康診査

3か月児

日　　口寺■3月g、　23日〔13：00～14：00｝

場　所■H向保健所

村　象■噛F成厄年12

　7か月児

　1實52－5101｝

1生まれ

『日本語のすばらしさ』

　　　　　講薗／i金田一春彦氏
　　　　　　　　　　　　（国語学者）

㊥
　　た止2f卜

　　昭和12年

　　昭和37午

訓●㊤翻㍊

現

苫

会場／中央公民館

　　入場無料
胡昌向市議委。雲

　　蒔〔京都生まれ

　　東京大学国．之学科人；・＝業

　　論文「邦楽歌曲の旋『駐に

　　よる国語アクセントの研

　　究」て、文学博17り・

在　武蔵野女f．大教授、国語

　学会代表理事　東洋高＝楽

　学会副会長、レ］一ド大
　賞選考委li．よい歌を．広

　める会「波の会」副会長
井　「B本語占二韻の研究」「日

　　本のノ∫；．｝」　「四講「・i｛1式の

　研究一　一匡L語アクセント

　の史的研究」　「日本語の

　特質一　「日本ノ＼の1耐｝姦

　現」一．　など多数

広報1∫ゆうしが

H　　月寺■3月16日　　　〔13：00～14＝（．）0）

土易　　亘斤■ヒIlご1」f呆健F肝　　　（倉52．一5101）

対　象■平成厄年8月生まれ

　1歳児
日　　β寺圏3月8日　　 〔13：00～14：〔X工）

場　所■市健康管理影〔倉内線2150）

対　象■、F成元年2月生まれ

　1歳6か月一
日　 闘午■3月15日　　〔13：0〔〕一一14：（」（P

土易　　Fi斤■了ff健時き管巴里苫ヒ　〔含1勺糸泉2150〕

虻」．　象■日召看II63f卜8月硅モま才L

　3歳児
日　　月寺■3月2日　　　｛13：00～14：00〕

士易　　Fりi．■．「打下し｝ξ盆亭理；「　〔君1村糸泉2150）

£寸．　象■H昌利162．f「2月饗巴ま才L

　※時間はいずれも受付の時間で一釣

母f．健康｝」帳も忘れずに．！

●3月の休日在宅医

4il■こケ尻1匠院〔整形外科♂，52－55

　　　57｝　康田医院1：産炉港人科’53

　　　一一7788：1　　骸」‘司1ケミ院　1「勺千斗’52

　　　－5407〕　　　ガ召HI［ケ」ぢヒ　lF芝　・　1、啓尿

　　　旨山前1．’52－3785〕　　　　’

11B圏ギ甫　L［うミ1ちヒ　1：1勺　・　外・　｝習11口舌十♂b52

　　　．2936〕　　［llロ臣ミi院三1具．鼻・ロ因

　　　喉科’52　22〔〕3｝鮫島4「看院〔楕

　　　神・　1勺舌ごト♂●54－6801｝

18日■」県イくPミ匹完　1：ド寸看斗．♂●52．．6055〕

　　　手甫1皆目艮F卜　「♂●52－22｛．〕91　　　［II1〔；

　　　1ケ三「：完　1！卜児F卜♂し53－6〔．）66〕

21日■正1【斐1蜜1；完　1ケト有卜♂●53－50〔．X）〕

　　　1ノ己Elケ乏院　「ノト1ノ己手斗♂●52　．253〔）：1

　　　安土；iケ」；完　し1押手「1．’53一．↓788：1

25日頃手［1田病院1：ド寸・外・放・脳外科．

　　’52－OOIU　佐藤医1；完1内・

　　　’IJノ己幹十♂b52－3324〕　　　1竜．‡卜早口1与ヒ

　　　．［勺　・判昏i桝王f牛♂●52－2・109）　　　BI

　　　叫1目艮f斗．　：♂b52－40（〕9〕

　※当番医がかわる場合があります
丁　レ　ホン→ナ．一ヒ．茨　　「容53－1214：1　ずご．石崔

認を／

印　■愛のご寄付徹奪略）
刷　社会福祉蝋会へ幡典返し）
　　レ川北義厚（中村｝レ鈴木fろ〔．〔庄D
藤　「：：・小川ハナデ．〔山チ町｝［♪高木看リカ
1這　　〔イf並）　レ井」藤ず「砦身　〔」ヒ田r2レ〈〕　：〉黒

冨　木好光〔畑浦｝レ中山蔵之（堀・ノ戸
！．

　　レ山ヒミヨカ1イ1．並1レ鹿1清アヤf．〔広

嘗見ゆ淋清次郎噌肇艮｝レ橋嘆智
1＝口栄〔中原）レa：藤紀美r・（亀崎東〕ン松

刷岡勇～∫（堀』加レ1匪が田シヅエ〔中堀
　田∫〉レ黒木⊥蔓∫．（lr吾杉｝）レ奮侍乍・ソキミ
株
　　〔富高）レ黒木安∫．〔畑浦）レ中島秀
式　孝（川洲1レ綾部．男（北町．）レ奈須

会　源・〔興野）レ後藤サチ∫．（切島　・）

社レ黒木サダメ（別府｝国て1帥…引しk
　III　I：．．．．．「植III．～墜雄・北旧J．1：．．．野、ll三武ゼレ

　庄rI

　今月の表紙

。㍊；1儲臓’
年野球教室が開力、：き・

れました＝春季キ．‘．馳南　置　．．　．叢

ヤン7中の近鉄バ　　　　　　　，ら
ファローての好意’．・．

で実現したもので

す．参．加した7チーム約120人のチビッ

fたちは、近鉄コーチ陣の指導でヒ．．ア

チング、守備なビをチェックー．．

　　　ピリオド　　＜∈雪
　広報1二子．．す「好．きた．か．幽｝も．．、ヒ｝ヨ1り

　たい　日向市ク．）．虻化射．を、1加4rご」か．県

　コン7．．1」で．特選に選は．弄した　｝前み：

　ぐだが，スターートして2F卜目の’受賞だ

けに止lrl：ウレシイ　おかげで．、その存

在もPRできた　　ヒ．テ．．すは1咋年度．↓本　．

制作　／漕渡も同数つ（る1二定で，市．

1役所lFロビー、存屋で．yて［映している

1貸し出しもうで一ズラリー〔叫rりと公1＜館1．

　と企1由」課で．行一．／＝いる．＝．利用を　くF釜＞i
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	工房探訪―ガラス工芸「パート・ド・ヴェール」

	（塩田・日知屋）防護柵メーカーが進出―地元雇用は４５人

	あなたのまちの民生・児童委員

	好評でした
	個性的なまちとは

	珍鳥「オナガマガモ」も確認

	賢い消費者です


